
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－135382
(P2003－135382A)

(43)公開日 平成15年5月13日(2003.5.13)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/00    310    �A�6�1�B  1/00    310 A �4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 1ＯＬ（全 5 数）

(21)出願番号 特願2001－335622(P2001－335622)

(22)出願日 平成13年10月31日(2001.10.31)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 窪谷 俊之

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100058479

弁理士 鈴江 武彦 (外4名)

Ｆターム（参考） 4C061 FF32 HH60

(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】湾曲部に非湾曲方向に異常な外力が加わっても
屈曲手段が変形することによって力を逃がし、湾曲部が
破壊されずにすむ内視鏡を提供することにある。
【解決手段】操作部と、この操作部に接続された挿入部
３と、この挿入部３の先端側に一平面に湾曲可能な湾曲
部８とを有する内視鏡１において、前記湾曲部８の操作
部側に、湾曲方向とは少なくとも垂直な方向に、屈曲自
在な屈曲手段としての変換駒１８を設けたことを特徴と
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  操作部と、この操作部に接続された挿入
部と、この挿入部の先端側に設けられ、一平面に湾曲可
能な湾曲部とを有する内視鏡において、
前記湾曲部の操作部側に、湾曲方向とは少なくとも垂直
な方向に、屈曲自在な屈曲手段を設けたことを特徴とす
る内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、例えば、胸腔や腹
腔等の腔を経皮的に挿入する内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に胸腔や腹腔等の腔を経皮的に挿入
する内視鏡は挿入性や取り回し性から、金属パイプ等か
らなる硬質な挿入部を有し、この挿入部の先端側に操作
部から操作可能な湾曲部を備えている。
【０００３】湾曲部は上下・左右の４方向に湾曲するタ
イプと上下または左右の２方向に湾曲するタイプとがあ
り、どちらにも一長一短があるが、挿入部をより細くで
きる、操作部が小型、軽量でシンプルな構造となるとい
った点で２方向湾曲タイプが優れる。
【０００４】２方向湾曲タイプでは挿入部が軟性な内視
鏡も同様であるが、一般的に、湾曲駒同士を対称的に設
けた２本の湾曲ピンで回転自在に接続した複数の湾曲駒
から湾曲部が構成されている。この湾曲部の先端部には
牽引ワイヤーの一端が接続され、他端は操作部の湾曲レ
バーに接続されている。湾曲レバーの操作によって牽引
ワイヤーを進退させることにより、湾曲駒が湾曲ピンを
支点として回動し、湾曲部が上下または左右に湾曲する
ようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、内視鏡の湾
曲部は検査中に受ける外力だけでなく、内視鏡の検査後
に洗滌場所までに移動や洗滌、消毒、滅菌時の取り扱い
中に洗滌槽等、他のものにぶつけたりして湾曲部が予想
外の外力を受けることがある。
【０００６】挿入部が硬質で２方向に湾曲可能な湾曲部
を有する内視鏡では、非湾曲方向に加えられる大きな外
力に対して湾曲部が破壊されやすい。湾曲方向に加わる
外力に対しては湾曲駒が回動し、湾曲部が湾曲すること
で、湾曲部にかかる力が低減される。しかし、非湾曲方
向にかかる外力に対しては、湾曲駒が回動し、湾曲部が
湾曲して力を逃がすことができないため、湾曲部の根元
付近に集中応力がかかり、湾曲駒を連結している湾曲ピ
ンが破断したり、湾曲駒自体が大きく変形する可能性が
ある。
【０００７】湾曲ピンが破断しないよう湾曲ピンの径を
太くしたり、湾曲駒が変形しないよう湾曲駒の肉厚を増
やす対策が考えられるが、湾曲部は挿入部の一部であ
り、体内に挿入される部分であるため、寸法的な制約及
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び重量的な制約がある。このため、これらの対策の強度
アップには限界がある。
【０００８】この発明は、前記事情に着目してなされた
もので、その目的とするところは、湾曲ピンの径を太くし
たり、湾曲駒の肉厚を増すことなく、湾曲部に大きな負
荷が加わっても湾曲部が破壊することがない強度的に優
れた内視鏡を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この発明は、前記目的を
達成するために、操作部と、この操作部に接続された挿
入部と、この挿入部の先端側に設けられ、一平面に湾曲
可能な湾曲部とを有する内視鏡において、前記湾曲部の
操作部側に、湾曲方向とは少なくとも垂直な方向に、屈
曲自在な屈曲手段を設けたことを特徴とする。
【００１０】前記構成によれば、内視鏡の取り扱い時
に、湾曲部の非湾曲方向に不用意な外力が加わった場
合、湾曲部の操作部側に設けられた屈曲手段が屈曲して
力を逃がすことができる。従って、湾曲部を構成する湾
曲駒や湾曲駒を連結する湾曲ピンに大きな外力が加わる
ことは無い。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の形態を図
面に基づいて説明する。
【００１２】図１～図３は第１の実施形態を示し、図１
は内視鏡全体の斜視図、図２は挿入部の先端側の縦断側
面図、図３は変換駒の斜視図である。
【００１３】図１に示すように、内視鏡１は、操作部２
と、この操作部２に接続された挿入部３及びユニバーサ
ルコード４とから構成されている。ユニバーサルコード
４の先端部にはコネクタ５が設けられ、光源装置やビデ
オプロセッサー（図示しない）に接続されるようになっ
ている。
【００１４】挿入部３は、主に胸腔や腹腔といった腔へ
の径皮挿入を行う際に取り回し性を良くするために硬質
パイプ等から構成される硬質部６と腔内全体を観察しや
すいように先端構成部７の向きが上下２方向に変えられ
る湾曲部８とから構成されている。
【００１５】湾曲部８の先端部分には２本の図示しない
牽引ワイヤーが接続されており、その牽引ワイヤーは操
作部２に設けられた湾曲レバー９を可動させることで牽
引され、湾曲部８を上下方向に湾曲できるようになって
いる。
【００１６】図２は、湾曲方向（上下）の面と鉛直方向
に断面した図であり、先端構成部７には固体撮像素子
（ＣＣＤ）１０、レンズ１１群から構成される対物光学
系１２が設けられている。また、対物光学系１２と平行
に生体組織を生検するための鉗子を挿通したり、体液等
を吸引するためのチャンネル１３が設けられている。こ
れらは金属からなる先端硬質部１４に接続されている。
この先端硬質部１４には照明光学系（図示しない）等が



(3) 特開２００３－１３５３８２

10

20

30

40

50

3
接続されている。
【００１７】先端構成部７の外周には複数の湾曲駒１５
から形成される湾曲管が接着等で接続されている。各々
の湾曲駒１５は対称的な２本のピン１６でお互いが可動
な状態で接続されている。また、最も先端側の駒１７に
はその上下方向に前述したように２本の牽引ワイヤーが
半田等で強固に接続されており、この牽引ワイヤーを引
くことにより、湾曲部８に湾曲がかかる。
【００１８】連続して接続されている湾曲駒１５の最も
操作部２側には図３で示す変換駒１８が設けられてい
る。この変換駒１８は前後でピンが取り付く位置、つま
りピン孔１８ａが周方向に９０°位相がずれており、硬
質部６の先端に接着等で固定されている接続駒１９とピ
ン２０で接続されている。
【００１９】湾曲駒１５群の外周には湾曲部８を保護す
るための金属網２１が被覆され、さらにその外側にはフ
ッ素ゴムからなる外皮２２が被覆されている。また、変
換駒１８と接続駒１９の可動部分における変換駒１８と
接続駒１９の外周面で、かつ外皮２２の内周側に、弾性
を有する樹脂（たとえばポリウレタン）からなる規制部
材２３が取り付けられている。
【００２０】規制部材２３は湾曲管が非湾曲方向の外力
を受けたときに破壊する力量をＦとすると、Ｆよりもわ
ずかに小さな値の力量が加わった時に屈曲する剛性を有
した屈曲手段を構成している。なお、規制部材２３は、
本実施例ではポリウレタンを用いたが、弾性と剛性を満
足するものであればその他の樹脂でも良い。
【００２１】湾曲部８を構成している湾曲駒１５のう
ち、操作部２側の複数の湾曲駒１５ａは肉厚を比較的に
厚くして、強固なものとし、逆に対物光学系１２やチャ
ンネル１３等の内蔵物の影響で外径が大きくなりがちな
先端側の複数の湾曲駒１５ｂは肉厚の薄い駒を用いてい
る。これにより、湾曲部８の外径が抑えられるだけでな
く、湾曲部８の非湾曲方向に外力が加わった場合に、先
端側の湾曲駒１５ｂが弾性変形することで、最も負荷の
加わる操作部２側のピン２０にかかる負荷が低減され、
ピン２０が破壊されにくくなる。
【００２２】なお、本実施形態では変換駒１８の操作部
２側に接続駒１９を接続したが、この間に通常の湾曲駒
を１個、もしくは複数個追加して、非湾曲方向の屈曲角
度がよりでる方向にしてもよい。
【００２３】次に、第１の実施形態の作用について説明
する。
【００２４】内視鏡１において検査中や洗滌、持ち運び
時等で、挿入部３の先端側に非湾曲方向に予想外の力が
加わった場合、変換駒１８と接続駒１９との接続部分が
ピン２０を支点として回動し、湾曲管の根元が片側で図
２のα分曲がる状態となる。
【００２５】また、変換駒１８と接続駒１９の可動部分
の外周にはポリウレタンからなる規制部材２３が適度な
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剛性を有しているので、通常使用で受ける負荷に対して
や湾曲操作によって非湾曲方向に不用意に曲がったりす
ることはない。
【００２６】本実施形態によれば、挿入部３の先端側
に、非湾曲方向に異常な外力が加わっても、湾曲部８が
根元で曲がることにより、湾曲管が破壊することがなく
なる。
【００２７】図４は第２の実施形態を示す挿入部の先端
側の縦断側面図であり、第１の実施形態と同一構成部分
は同一番号を付して説明を省略する。
【００２８】本実施形態は、硬質部６の先端と湾曲部８
との接続部に密巻きのコイルバネ２４を巻装して屈曲手
段としての屈曲部２５を構成したものである。コイルバ
ネ２４の先端側には最終の湾曲駒２６が半田等で強固に
接続されており、また他端には金属パイプからなる硬質
部６が同じように半田等で強固に接続されている。屈曲
部２５の外周面には湾曲部８の全体を被覆する金属網２
１が、さらにその外側にはフッ素ゴムからなる外皮２２
が被覆されている。
【００２９】コイルバネ２４は湾曲管が非湾曲方向の外
力を受けたときに破壊する力量をＦとすると、Ｆよりも
わずかに小さな値の力量が加わった時に屈曲する強度と
なっている。
【００３０】本実施形態によれば、湾曲部８の非湾曲方
向に外力が加わった場合、屈曲部２５で湾曲部８が非湾
曲方向に曲がる状態となる。従って、湾曲部８が最大に
湾曲が加わった状態でさらに湾曲角度が出る方向に異常
に大きい負荷が加えられた状態でも屈曲部２５が変形す
ることによって力を逃がし、湾曲部８が破壊されずにす
むこととなる。
【００３１】前記各実施形態によれば、内視鏡の取り扱
い時に、湾曲部の非湾曲方向に不用意な外力が加わった
場合、湾曲部の操作部側に設けられた屈曲手段が屈曲し
て力を逃がすことができる。従って、湾曲部を構成する
湾曲駒や湾曲駒を連結する湾曲ピンに大きな外力が加わ
ることは無い。
【００３２】従って、湾曲ピンが破断しないよう湾曲ピ
ンの径を太くしたり、湾曲駒が変形しないよう湾曲駒の
肉厚を増す必要は無く、内視鏡の挿入部に制約される寸
法的な面や重量的な面をカバーできる。
【００３３】前記実施形態によれば、次のような構成が
得られる。
【００３４】（付記１）操作部と、この操作部に接続さ
れた挿入部と、この挿入部の先端側に一平面に湾曲可能
な湾曲部とを有する内視鏡において、前記湾曲部の操作
部側に、湾曲方向とは少なくとも垂直な方向に、屈曲自
在な屈曲手段を設けたことを特徴とする内視鏡。
【００３５】（付記２）前記屈曲手段は、湾曲部の湾曲
方向を垂直に変換する変換駒であることを特徴とする付
記１記載の内視鏡。
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【００３６】（付記３）前記屈曲手段は、コイルバネで
あることを特徴とする付記１記載の内視鏡。
【００３７】（付記４）前記変換駒の可動部分の外周に
は弾性を有する規制部材が覆われていることを特徴とす
る付記２記載の内視鏡。
【００３８】（付記５）前記規制部材は、樹脂材料であ
ることを特徴とする付記４記載の内視鏡。
【００３９】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれば、
挿入部に屈曲手段を設けることにより、湾曲部に非湾曲
方向に異常な外力が加わっても屈曲手段が変形すること
によって力を逃がし、湾曲部が破壊されずにすむという
効果がある。
【図面の簡単な説明】 *
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*【図１】この発明の第１の実施形態を示し、内視鏡全体
の斜視図。
【図２】同実施形態の挿入部の先端側の縦断側面図。
【図３】同実施形態の変換駒の斜視図。
【図４】この発明の第２の実施形態の挿入部の先端側の
縦断側面図。
【符号の説明】
１…内視鏡
２…操作部
３…挿入部
６…硬質部
８…湾曲部
１８…変換駒（屈曲手段）

【図１】

【図２】

【図３】
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